




背景と開発目標

◆開発目標①チップ生産コストの３割減

・伐採、搬出作業の同一工程による効率化や早生樹の樹種に応じた適切な植林、収穫方法の検討
を通じてチップ生産費用の削減を図る

現在 目標

チップ生産費用
（①＋②）

18,000円/Dt（9,000円/ m3） 12,600円/Dt（6,300円/ m3）

◆開発目標②50Dt/haの収穫量の実現

・既存林（針葉樹）の約2.9倍のMAIを目指す
（北海道下川町での栽培試験の実績はあるが事業として成立させている事例はない）

5年伐期の収穫期待量：0.5kg/本/年×20,000本/ha×5年＝50Dt/ha
（※MAI＝0.5kg/本・年を目標値とし、20,000本/haを植林したと想定）

参考：馬淵川上流地域森林計画変更計画書（岩手県）
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◆背景

 ・岩手県一戸町は亜寒帯地域に属し、森林面積21,777ha（町面積の72.6％）
 ・木質バイオマス発電所が多数稼動し、木質チップの需要は年間123万Dt程度
 ・従来のカスケード利用の副産物としての燃料用チップ製造の量の限界
 ・町内に多くの耕作放棄地があり、有効利用への対策が急務







Ⅰ. バイオマス燃料として最適な早生樹の選定と
立地・栽培条件の検証
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目的：
早生樹と既存の一般的な木質燃料との品質面の差異を把握
早生樹の樹種別特性を整理し、ボイラー・CHP等の設備への影響を事前に評価

分析項目：
発熱量／工業分析／元素分析／灰の溶融性／灰組成分析／かさ比重

試験材料：
実証地にて栽培した樹木からサンプルを採取

燃料用途としての性能確認

◆早生樹チップの化学的分析

目的：
燃料性能を確認するため、実際のボイラ設備での稼働試験を実施

試験対象設備（候補）：
① 一般的な小型チップボイラ
② 低質燃料に対応した小型チップボイラ

いずれも 100kW〜200kWクラス、必要燃料量は チップ化後 1m³〜4m³程度

評価項目：
発熱量／燃料消費量／灰の生成量とクリンカの有無／炉内温度

◆実機による稼働試験（検討中）

小型チップボイラ（例）

小型チップボイラ（例） 
（低質燃料対応）

2６年度作業
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Ⅱ. 早生樹の大量生産に向けた苗の栽培技術の開発
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Ⅲ. バイオマス燃料向け伐採・搬出の高効率収穫システムの開発







以降の取り組み
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◆タイプAの導入機械の検討

2６年度作業

◆育成方法のさらなる改良と低コスト化に向けた検証

成育：成長の良い母樹の選定、施肥、土壌条件の詳細検討
コスト：雑草対策のさらなる低コスト化、地拵え等造成の効率化など

タイプAの導入機械と試運転・検証に向けた各種調整



研究体制
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